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「ミャンマー大型サイクロン」・「中国四川省大地震」に対する義捐金について（お願い）
　報道などですでにご存じの通り、5月2日から3日にかけてミャンマーを直撃した大型サイクロン「Nargis」による死者数は８万５千人近く、行方不明者数は6万人以上、被災者数は一部では推定できないほどであるとも言われています。特にサイクロン被害が甚大だったのは、ミャンマーで最も人口が密集した地域で、およそ1,000万人が暮らしていた地域です。そしてサイクロン被害者の中でも、子どもたちは極めて困難な状況にあると報道されています。子どもたちは、劣悪な環境のもと体力の消耗も激しく、下痢性疾患や水を媒介とした疾患や二次感染にかかる危険が高まりつつあるようです。

　また、中国四川省では5月12日にM8.0の強い地震が発生し、被災者5,000万人以上、死傷者は10万人を超え、こちらも非常に多くの命を奪う大惨事になりました。 四川でも、特に子どもたちへの被害が深刻で、1万3,000以上の学校が全半壊となり、犠牲者全体の一割となる１万人近い子どもたちの命が奪われました。運良く生き残った子どもたちも、大切な家族を失い、目の前で友だちや先生が亡くなる過酷な体験を強いられ、その多くが心に深い傷を負っているとみられています。  

つきましては、全日本私立幼稚園連合会の組織をあげて、苦しんできる子どもたちのためにも、そして災害地のためにも、全国の皆さまの義捐金によって温かい手を差しのべていただきたく、ご協力をお願い申しあげる次第です。ぜひともご賛同いただき、貴園の保護者や教職員の皆様にも呼びかけていただきたく存じます。

別添の保護者に宛てた義援金のご協力のお願い文書は、園名、設置者・園長名をスタンプしていただくなどして、ご活用いただければ幸いです。

　なお、９月30日までに都道府県団体でとりまとめて、全日私幼連に振り込んでいただきたく存じますので、貴園におかれましても、その期日までにご協力をよろしくお願い申しあげます。また、配分方法につきましては、世界保健機構（WHO）を通じて、「ミャンマー大型サイクロン」･「中国四川大地震」による被災地の方々にご利用いただけるよう準備をすすめております。また、結果につきましては後日私幼時報等によりご報告申しあげます。
